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１．専科授業による学習の定着の成果

専科担当がベテラン教員であることもあり、落ち着いた空気感の中で授業が進められている。

４年生から５年生、５年生から６年生へと学習の理解に、積み上げの力が必要となる算数科という

教科において、ほとんどの子が課題を把握し、投げ出さず、学習に向かうことができている。

定着を単元テストを用いて、到達度で図ると、５年生が 15 単元の平均で【知識・技能】71.0

【思考・判断】60.6、６年生が 12単元の平均で【知識・技能】81.7【思考判断】62.8 となった。

6年生の習熟の具合を、毎年 1月に実施される定着度テストで昨年度 5年次に実施したものと比

べると下記のようになった。

進級の際には学級編制もあり、問題も異なるため一概には言えないが、学年全体の定着に伸びは

見られおり、授業者も手応えを感じているそうだ。

GIGAスクール構想で子どもたちのノートも、タブレットが利用されるようになってきている。

専科教員は扱いが不慣れな生徒にも丁寧にノート指導を積み重ねると共に、一人一人のタブレット

の記載を確認し、日々の授業改善に努めている。

２．高学年担任の時間の生み出しと職員の働き方改革における成果

専科教員の配置によって高学年の持ち時数が減少し、負担軽減となった。テスト一枚を比べて

も、採点に要する時間が多く必要な高学年にとっては貴重な時間の確保となった。担任からは「宿

題等提出物の見取りがしやすくなった。」、「今まで日中ほとんどできなかった授業研究ができるよ

うになった。」との声が寄せられている。

定着度テスト（1月実施） 令和 4年度（5年次） 令和 5年度（6年次）

1組（平均） ６４．０ ７０．６

2組（平均） ６２．３ ６４．０

【5年生タブレット上のノート（手書き）】

【６年生タブレット上のノート（ﾀｲﾋﾟﾝｸﾞ）】



また、学年間の教科の入れ替えもスムーズになった。担任外が複数学年に入り、得手不得手問わず

何教科も抱えたりしなくてはならない状況がかなり改善された。担当教科が絞られることで、高学年

の教員のみならず、担任外の教員の教材研究にも余裕を生み出すことができた。

上の表は、本年度と昨年度の全職員の退勤時刻の平均の比較である。10月以降も昨年度より、退勤

時間は早まっている。専科教員の配置により、時間割を柔軟にマネジメントすることで、職員の日中の

時間的ゆとりを生み出した成果とみられる。


